


富士通は、東京大学先端科学技術研究センター（先端研）と共同で、がん治療薬の開発に活用するスーパーコンピュータシステムを構築

しました。先端研が中心となって推進する研究開発では、このシステムを活用して世界でも例のないがん治療人工抗体医薬品の設計を

進めています。この新薬は、がん細胞にだけ付着する人工抗体が目印となることで、放射性物質が効率よくがん細胞に働きかけるという

もの。正常な細胞への影響を抑えるので、副作用の発生を大幅に低減できるのです。この人工抗体の設計は、従来は数年かかるとされて

いましたが、富士通のスーパーコンピュータの活用によって、わずか数ヵ月に短縮することが可能になりました。さらに今年秋、先端研は、

1秒間に1京回という世界一*11の計算能力を持つスーパーコンピュータ「京」*2の本格的な活用を予定。がんなどの難病をはじめ、さまざまな

病気に有効な医薬品の開発・改良に着手していきます。先進の技術で、豊かで快適な未来へ。富士通は、挑戦し続けていきます。

   1 世界のスーパーコンピュータ計算速度ランキング「TOP500」（2011.6.20および11.14発表）で第１位。   2 理化学研究所と富士通が共同で開発し、2012年6月完成予定。「京」は理化学研究所が2010年７月に決定した愛称。* *

□がん治療人工抗体医薬品開発副作用の少ない新薬開発を、超高速の計算能力で支えています。
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世界一世界一を、未来の力未来の力に。富士通のスーパ富士通のスーパーコンピュータ。

ht tp:// jad.fujitsu.com/tech/

病気と闘う。



□次世代ものづくりスーパーコンピュータによる高度なシミュレーションが、ものづくりのプロセスを変えていく。

＊1 世界のスーパーコンピュータ計算速度ランキング「TOP500」（2011.6.20および11.14発表）で第１位。 ＊2 「京」は理化学研究所の登録商標です。

日本の成長を支えてきた「ものづくり」。今、この「ものづくり」の現場でもスーパーコンピュータが活躍しています。例えば、自動車の開発。

東京大学生産技術研究所を中心としたプロジェクトでは、富士通のスーパーコンピュータを活用して、実際の走行条件を再現し、車が

受ける空気抵抗を詳細にシミュレーション。この「ものを作らないものづくり」が、実車走行実験では得ることの難しいデータの

収集・解析を可能とし、走行安全性や燃費効率の高い車の設計に貢献しています。さらに、理化学研究所と富士通が共同開発し、

今年9月末に共用開始を予定している計算能力世界一*1のスーパーコンピュータ「京」*2が活用されることで、従来では困難だった”複合的な

シミュレーション”の実現も期待されます。これは、車の空気抵抗を計算しながら、車の振動や車内の騒音を計算するというように、互いに

影響を及ぼし合う複数の現象を同時にシミュレーションするもので、ものづくりのプロセスを飛躍的に進化させる可能性を秘めて

います。豊かで快適な未来に向けて。富士通は、スーパーコンピュータの開発を通じて、日本の未来を支えるものづくりの力になっていきます。

※画像はイメージです。

理化学研究所と共同開発している「京」
2012 年 9 月末に共用開始予定

自動車周りの空気の流れに関する
シミュレーションイメージ

ht tp:// jad.fuji tsu.com/tech/

未来を創る。
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